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令和 5年 7月 4日 

Ｍ棟の液体廃棄物処理系統図に関する記載の見直しについて 

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

核燃料サイクル工学研究所 環境技術開発センター 

1. 変更申請の経緯

令和 3 年 10 月に実施したプルトニウム燃料第一開発室における原子力規制検査において、

核燃料物質使用変更許可申請書（以下「申請書」という。）の記載と現物の不整合が確認さ

れた。 

これを受け、核燃料サイクル工学研究所未然防止処置計画書に基づき、申請書の記載と

現物との不整合を調査した結果、Ｍ棟液体廃棄物処理フローについて現物との不整合が確

認されたため、変更申請を行った。 

2. 変更申請の内容

本文図面 図 9-2-1 「液体廃棄物処理フローシート」において、液体廃棄物系統への循環

ラインの追加である。

3. 現行の申請書と現物と不整合が生じた経緯

不整合が生じた経緯について確認したところ、M 棟を設置するための使用許可申請（平

成 9 年 9 月 30 日申請、平成 9 年 10 月 9 日許可）では、当該サンプリングポートの記載は

あった(図 1)が、循環ラインの記載はなかった。平成 15 年度の変更申請（平成 15 年 3 月

27 日申請、平成 15 年 4 月 22 日許可）にて、行政相談の結果、それまで記載していたアク

セサリ（ポンプ、バルブ等）の記載は不要との見解を得ており、各工程から屋内廃水ピッ

トまでの系統を示した図とした（図 2）。
また、液体廃棄物の管理方法の変更に関する変更申請（平成 20 年 3 月 7 日申請、平成

20 年 6 月 18 日許可）にて、液体廃棄物処理フローの変更を行う（図 3）とともに、当該循

環ラインの更新を行っている。この際、申請書に記載する液体廃棄物系統図は、従前の考

え方に従っており、現物との不整合状態のまま今に至っている。なお、当該ラインについ

ては行政相談の結果、施設検査の対象外として施設検査は行っていない。 

4．変更許可申請における対応 

 後述のとおり、循環ラインの有無は、使用施設等の位置、構造及び設備の基準の観点か

ら安全上問題ないと判断でき、本変更申請内容については、現物と申請書との不整合を解

消するための記載の適正化として申請を行うこととした。
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5.変更の妥当性

当該循環ラインは、屋内廃水ピットに貯留した廃水を攪拌またはピット間移送を行うた

めのものであり、廃棄施設の一部として、「使用施設等の位置、構造及び設備の基準に関す

る規則」第 24条に対する適合性を要求される設備ではあるが、屋内廃水ピット内廃水にお

けるサンプリング等の放出に関する作業を補完するための系統であり、「水中の放射性物

質の濃度を低減できるよう、使用施設等において発生する放射性廃棄物を処理する能力」

を担保する設備ではない。また、配管については、竣工時の通水試験で水が漏れないこと

を確認しており、材質も SUS製であり、「排水設備は、排液が漏れにくい構造とし、排液が

浸透しにくく、かつ、腐食しにくい材料を用いること」を満足することから安全上の問題

はないと判断している。 

以上 
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図 1 変更許可申請時(平成 15 年 3 月 27 日)の図面（図 9-2-1）

図 1 変更許可申請時の図面（図 9-9）
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図 2 平成 15年度変更許可申請時図面（図 9-2-1）
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図 3  変更許可申請前の図面（本文図面 図 9-2-1) 

記載されていない
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図 4  変更後の現物と一致した図面（本文図面 図 9-2-1) 
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東海事業所第２ウラン貯蔵庫



核燃料物質使用変更許可申請
（第２ウラン貯蔵庫）

現状と図面の齟齬に係る補足説明

令和 5年 6月1日

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構

核燃料サイクル工学研究所

環境技術開発センター
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変更の概要

 核サ研内で申請書の図面と現物が合致しているか否かを確認した際に判明した不整合
を解消するため、主に以下の点について申請書の記載の適正化を図る。

① プレフィルタの明確化

・給排気系統に接続されているプレフィルタについて、当廃止措置技術課が
所掌するＪ棟及びＬ棟との横並びを図り、「図 9-1-3 東海事業所
第２ウラン貯蔵庫管理区域給排気系統図」に記載する。

・当該プレフィルタは高性能エアフィルタの高寿命化を意図した除塵フィルタであり、
使用施設等の位置、構造及び設備の基準に対する適合性を要求される設備
ではないほか、環境影響評価等に寄与していないため、安全性に影響は
ない。
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変更内容 ①プレフィルタの明確化

図９－１－３ 東海事業所第２ウラン貯蔵庫管理区域給排気系統図

プレフィルタを明記
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高レベル放射性物質研究施設（CPF）
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